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平
成
24
年
度 

予
算
報
告

踏
み
だ
そ
う
・
つ
な
ん
・
新
時
代

平
成
24
年
度
予
算
が
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
昨
年

よ
り
約
３
億
５
千
万
多
い
、
１
２
０
億
７
５
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
予
算
は
、
一
般
会
計
が
63
億
７

９
０
０
万
円
、
特
別
会
計
が
56
億
９
６
２
７
万
円

の
総
額
１
２
０
億
７
５
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
予
算
に
比
べ
約
３
億
５
千
万
円

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
増
額
理
由
は
、
災
害

復
旧
費
と
町
道
改
良
舗
装
の
増
、
総
合
セ
ン
タ
ー

の
耐
震
化
が
今
年
度
行
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
く
地
方
経
済
の
低

迷
や
長
野
県
北
部
地
震
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
、

町
税
は
マ
イ
ナ
ス
４.９
％
で
計
上
し
て
あ
り
ま
す
が
、

東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
交
付
金
積
立
分
を
含
ん

だ
財
政
町
政
基
金
繰
入
金
が
大
幅
に
増
え
た
た
め
、

総
額
で
は
、
前
年
比
1.7
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
災
害
復
旧
に
明
け
暮
れ
た
１
年
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
災
害
復
旧
に
全
力
で
取
り
組
み
な
が
ら
「
強

く
て
ど
こ
よ
り
も
や
さ
し
い
ま
ち
、
津
南
」
の
実

現
に
む
け
た
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

区       　　分 平成24年度 対前年比（％）

一般会計 63億7900万円 1.7

特
別
会
計
・
事
業
会
計

国民健康保険特別会計 12億1633万円 4.7

後期高齢者医療特別会計 1億1579万円 △ 2.3

介護保険特別会計 14億8255万円 13.2

簡易水道特別会計 2億8626万円 42.0

下水道事業特別会計 3億5654万円 △ 3.2

農業集落排水事業特別会計 2億9032万円 0.8

病院事業会計 19億4848万円 △ 2.9

計 56億9627万円 4.4

合　　　計 120億7527万円 3.0

歳  入

歳  出

一般会計63億7900万円の内訳

一般会計63億7900万円の内訳

自主財源（町が自主的に収入とすることができる財源）
■町税

町が独自で課税 ･ 徴収することができる税金で町民税、固

定資産税、軽自動車税など。

■諸収入
延滞金、預金利子、雑入などの他の科目に含まれない金額。

■繰越金
前年度から今年度へ持ち越した金額。

依存財源（国や県から交付される財源や町債）
■地方交付税

全国の市町村が標準的な行政運営が行えるように国から

町に交付されるお金。

■町債
公共施設の整備など長期間にわたって利用でき、多額の経

費が必要なものの財源に充てる町の借入金。

■国庫支出金
特定の事業に対して、国が町へ交付する補助金。

■県支出金
特定の事業に対して、その財源の一部を県が支出するお金。

■地方消費税交付金
地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者数で按

あん

分し、町に交付するお金。

■民生費
高齢者、障害者、乳幼児に対する福祉など、安定した社会生活を保障する

ための経費。

■教育費
小中学校の施設や、教育、公民館、社会教育など教育関係の経費。

■農林水産業費
農林業の振興や土地改良事業などに使われる経費。

■衛生費
健康の維持増進や環境整備など、健康で衛生的な生活を維持するための経費。

■総務費
自治振興、広報、戸籍、住民票、選挙、統計など役場運営の全般的な経費。

■土木費
道路や河川の維持管理、整備などの経費。

■公債費
町の借入金の元金や利子を支払うための経費。

■消防費
広域消防への負担金や、消防団の運営にかかる経費。

■商工費
商工業の振興、観光の振興にかかる経費。

9億8045万円
町税

（15.4％）

28億7000万円
地方交付税
（45.0％）

8億6050万円
町債

（13.5％）

目的別
歳　入

自主財源
26.1％

依
存
財
源
73.9％

1億4469万円
諸収入（2.3％）

1億0160万円
その他（1.6％）

3億0208万円
国庫支出金
（4,7％）

4億8391万円
県支出金
（7.6％）

9685万円
地方消費税交付金（1.5％）

1億5000万円
繰越金（2.4％）

5132万円
分担金及び負担金
（0.8％）

8024万円
その他（1.2％）

2億5736万円
繰入金（4.0％）

目的別
歳　出

15億8887万円
民生費
（24.9％）

6億2093万円
総務費
（9.7％）

7億1804万円
土木費
（11.2％）

6億5422万円
衛生費
（10.3％）

6億9582万円
農林水産業費
（10.9％）

9億2231万円
教育費
（14.5％）

4億7665万円
公債費（7.5％）

2億9944万円
消防費（4.7％）

2億6265万円
商工費（4.1％）

1億4007万円
その他（2.2％）

用語の説明

用語の説明

一般会計予算を町民ひとり当たりで計算すると…587,601円

商 工 費

24,194s12,903s

その他（議会費・労働費等）

総 務 費

57,197s

27,583s

消 防 費

教 育 費

84,959s60,263s

衛 生 費

土 木 費

66,142s43,906s

公 債 費

民 生 費

146,359s

農林水産費

64,095s

●平成 24 年度４月１日現在の人口 10,856 人で換算
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今
年
度
の
主
な
予
算
の
使
い
道

G
eneral affairs

■
庁
舎
維
持
管
理

　
（
庁
舎
維
持
管
理
費
３
７
２
万
円
）

　
庁
舎
内
ト
イ
レ
の
一
部
洋
式
化
。
電
源
装
置

交
換
や
駐
輪
場
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

■
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

　
（
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
１
９
４
万
円
）

　
町
内
の
土
砂
災
害
危
険
地
域
を
ま
と
め
た
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

■
観
光
宣
伝
を
強
化
し
ま
す
。

　（
観
光
客
誘
客
宣
伝
事
業
４
７
７
万
円
）

　
秋
山
郷
を
含
め
た
津
南
町
の
観
光
宣
伝
を
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
、
日
刊
紙
な
ど
で
行
う

ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
す
。

■
今
年
は
、
大
地
の
芸
術
祭
で
す
。

　（
大
地
の
芸
術
祭
事
業
１
１
３
９
万
円
）

　
大
地
の
芸
術
祭
の
実
施
負
担
金
の
ほ
か
、
従

前
作
品
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

■
住
宅
改
修
に
補
助
を
継
続

　（
住
宅
改
修
事
業
補
助
　
１
０
０
０
万
円
）

　
住
宅
改
修
経
費
の
20
％
（
上
限
10
万
円
）
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
県
補
助
の
施
設
整
備

（

県

単

農

林

水

産

業

総

合

振

興

事

業

１
２
２
０
万
円
）

　
県
補
助
に
よ
る
生
産
組
合
等
の
施
設
・
機
械

の
設
置
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
施
設
整
備
。

■
地
震
・
豪
雨
被
害
か
ら
の
復
旧

　
（
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
３
０
１
６
万
円
）

　
農
地
・
農
業
施
設
、
林
道
等
の
地
震
、
豪
雨

被
害
か
ら
の
復
旧
工
事
。

■
中
津
川
運
動
公
園
の
再
整
備

（

中

津

川

運

動

公

園

造

成

事

業
　

２
億
５
０
０
万
円
）

総
　
務

■
保
育
の
見
直
し

　
（
子
育
て
の
あ
る
べ
き
姿
検
討
事
業
27
万
円
）

　
保
育
全
般
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
、
保
育

支
援
全
般
を
見
直
し
ま
す
。

■
医
学
生
を
支
援

　
（
医
学
生
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
３
７
２
万
円
）

　
津
南
病
院
で
も
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
資
格
取
得
の
た
め

の
就
学
資
金
を
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

■
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

（
後
期
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
２
３
６
万
円
）

W
elfare hygiene

福
祉
保
健

Agriculture and forestry

農
　
林

E
ducation

教
　
育

Com
m

erce and industry

商
　
工

C
onstruction

建
　
設
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75
歳
以
上
の
か
た
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
委
託
し
ま
す
。

■
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
を
便
利
に

（
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
及
び

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
５
６
５
３
万
円
）

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
を
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
地
震
・
豪
雨
被
害
に
よ
り
延
び
て
い
た
再
整

備
を
再
開
し
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー
ト
造

成
の
ほ
か
ト
イ
レ
や
倉
庫
の
設
置
を
行
い
総
合

運
動
公
園
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
問
題
に
対
応

　
（
強
く
て
や
さ
し
い
人
づ
く
り
事
業
３
３
７
万
円
）

　
い
じ
め
、
問
題
行
動
、
不
登
校
等
の
問
題
解

決
の
た
め
「
す
こ
や
か
教
育
指
導
主
事
」
を
非

常
勤
特
別
職
と
し
て
配
置
し
て
対
応
し
ま
す
。

■
総
合
セ
ン
タ
ー
を
大
改
修

（

総

合

セ

ン

タ

ー

大

規

模

改

修

工

事

１
億
２
７
６
８
万
円
）

　
昭
和
46
年
に
建
設
し
た
総
合
セ
ン
タ
ー
の
耐

震
化
工
事
と
あ
わ
せ
、
屋
根
・
ト
イ
レ
・
外
壁

な
ど
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

今年度中の完成を目指します。

「津南町防災メール」に登録しましょう!!
　平成 23 年 10 月から、携帯電話などに防災情報などがメールで届く、
津南町防災メールの運用が開始されました。携帯電話をお持ちのかた
はぜひ登録いただき、非常時の情報入手手段として活用ください。

①防災・気象情報 地震（震度３以上）、台風、大雨

	 大雪に関する情報（警報以上）、避難情報

②火 災 情 報 火災が発生、鎮火した際の火災情報

③防 犯 情 報 不審者情報

④生活関連情報 道路情報、クマなどの目撃情報

携帯電話・スマートフォンなどに右の QR コードを読み込むかメールアドレスを直接入力し
て、空メール（何も入力しないメール）を送ってください。登録用メールが返信されますので、
指示に従って登録をしてください。

●メールアドレス　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

■お問い合わせ：総務課総務班　℡765-3112　※携帯電話の操作方法については、電話会社にお問い合わせください。

［発信する情報］

［登録方法］
●QRコード

空メールを送ると、メールが送

られてくるので※、指示に従い、

サイトに接続してください。

次に利用規約を確認する画面に

移ります。全て確認し、利用規

約最下部にある同意ボタンを押

してください。

登録確認のメールが送られてき

たら、登録完了です。

登録されるメールアドレスと受

信希望情報が表示されます。火

災の情報提供が必要なかたは、

「火災情報」をチェックしてから

確認ボタンを押してください。

次に登録確認の画面に移ります

ので、確認し登録ボタンを押し

てください。

①空
から

メールを送る ③確認メールを受け取り登録完了!!②登録情報を確認

◇ 受信メール ◇

----END----

Date

From

Sub

2011/00/00

■登録方法

次のURLを選択してください

https://portai1.mail-mag.net/t

sunan/regist/regist.php?addr=9

4effd6c4bd1c7bb82f5dc26f312846

a

info-tsunan@mail-mag.net

［登録について］

◇ 受信メール ◇

----END----

Date

From

Sub

2011/00/00

メール配信サービスの登録が完了し

ました。

___

※登録変更は↓に空メールを送って

ください

※登録解除は↓に空メールを送って

ください

mod-tsunan@tsunan.mail-mag.net

out-tsunan@tsunan.mail-mag.net

info-tsunan@mail-mag.net

登録完了

■メールアドレス

tsunan.000_2011@docodemo.ne.jp

■受信希望情報

　■防災情報

　■防犯情報

　■気象情報

　□火災情報

　■生活関連情報

登録画面

確認

火災情報が
必要な方は
チェック

［重要］空メールを送っても、登録用のメールが送られてこない場合は、使われている携帯電話等の迷惑メールの設定を変更してく
ださい。迷惑メールの設定の変更方法は、携帯電話会社にお問い合わせください。

　　　［迷惑メールの許可するアドレスは info-tsunan@mail-mag.net です。］
※過去の配信履歴をパソコンや携帯電話でインターネットを通じて閲覧できます。http://www.tsunan-b.jp
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４
月
１
日
付
け
で
、本
山
佐
利
さ
ん
（
反
里
）

が
法
務
大
臣
か
ら
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
人

権
相
談
・
人
権
啓
発
・
人
権
救
済
な
ど
各
種
活

動
に
取
り
組
で
い
ま
す
。
長
年
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
南
雲
一
郎
さ
ん
（
大

割
野
）
が
３
月
末
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
４
月

以
降
は
、
渡
邊
ト
シ
さ
ん
（
反
里
口
）
高
橋
芳

子
さ
ん
（
十
二
ノ
木
）
山
田
隆
一
さ
ん
（
芦
ヶ

崎
）
の
４
名
で
人
権
活
動
を
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
　
町
民
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
３

　

津
南
町
公
民
館
及
び
公
民
館
図
書
室
は
、
今

月
か
ら
休
館
日
が
変
わ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
毎
週
月
曜
日
が
休
館
日
で
し
た
が
、

今
月
か
ら
は
、
月
曜
日
も
平
常
通
り
開
館
し
、

毎
月
の
最
終
月
曜
日
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
最
終
月
曜
日
が
祝
祭
日
と
な
る
場
合

　

津
南
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
や
教
室
に

う
ま
く
な
じ
め
な
い
、
ま
た
適
応
が
難
し
い
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
父
母
の
会
（
ひ

ま
わ
り
の
会
）
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

保
護
者
同
士
で
話
を
聞
き
あ
っ
た
り
、
意
見

交
換
を
し
た
り
、
日
ご
ろ
の
悩
み
を
語
り
合
う

場
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

■
会
場

　
津
南
町
適
応
指
導
教
室
（
あ
す
な
ろ
教
室
あ

ら
た
め
「
つ
な
ん
に
こ
や
か
ル
ー
ム
」）

※
建
物
は
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
前
に
あ
り
ま
す
。

■
担
当

・
若
山
（
適
応
教
室
　
指
導
員
）

・
涌
井
（
す
こ
や
か
訪
問
相
談
員
）

・
大
津
（
津
南
中
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）	

■
お
問
い
合
わ
せ

　
適
応
教
室
（
つ
な
ん
に
こ
や
か
ル
ー
ム
）

　
℡
７
６
５-

４
９
８
５

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

津
南
町
公
民
館
・
公
民
館
図
書

室
休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

津
南
町
適
応
指
導
教
室
父
母
の
会

～
ひ
ま
わ
り
の
会
～
開
催
の
お
知
ら
せ

集
ま
れ
元
気
な
幸
齢
者
!!

　「
長
生
学
園
参
加
者
募
集
」

〜
健
康
で
い
き
い
き
人
生
を
〜

　

津
南
町
公
民
館
で
は
、幸こ
う
れ
い
し
ゃ

齢
者
学
級「
長
生
学

園
」の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
60
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

■
開
催
時
期

　
４
月
〜
12
月

※
通
年
活
動
す
る
趣
味
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

■
開
催
会
場

　
主
に
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

※
活
動
内
容
に
よ
り
、他
会
場
も
あ
り
。

■
活
動
内
容

・
全
体
会
（
講
演
会
や
実
技
講
習
会
等
）

・
趣
味
ク
ラ
ブ
（
社
交
ダ
ン
ス
・
踊
り
・
短
歌
・

水
墨
画
・
手
芸
・
書
付
・
菊
つ
く
り
・
押
し

花
・
ち
ぎ
り
絵
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
囲
碁
将
棋
）

・
中
里
み
の
り
学
園
と
の
交
流
会

・
研
修
旅
行

・
文
集
「
光
嶺
百
年
杉
」
発
行

（
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
協
賛
）

■
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円（
年
間
）

■
参
加
申
込

　
参
加
費
を
添
え
て
、町
公
民
館（
文
化
セ
ン

タ
ー
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
津
南
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
℡
７
６
５-

３
１
３
４

「ひまわり畑で結婚式を挙げてみませんか？」
―新郎新婦大募集!!―

　ひまわり畑の真ん中で
結婚式を挙げたいという
カップル必見！！今年の新
郎新婦を大募集します。国
際ホテル・ブライダル専
門学校の学生が企画する
ここでしかできない斬新
で素敵な演出多数。プロ
デュース費用も無料！！ど
んどん応募してください。
■条　　件
①結婚していて挙式が

まだのカップル。

②結婚する予定がある

カップル。

③上記の条件で開催日

に合わせられること。

■開　催　日　7月29日㈰

■応募方法　お問い合わせください。	

■応募締切　5月11日㈮

■お問い合わせ先
wish国際ホテル・ブライダル専門学校

TEL.025-290-5600

運転免許証「自主返納者」の支援事業開始
免許証の自主返納されたかたへ

｢運転経歴証明書」（カードサイズ）の
発行をサポートします

　十日町地区交通安全協会では、4月1日から、高齢等の理
由で自主的に運転免許証を返納されたかたに、身分証明と
して使える「運転経歴証明書」の発行費用を支援するサー
ビスを開始しました。
　希望者はお問い合わせください。
■お問い合わせ先
交通安全協会　☎025-757-6055

十日町警察署　☎025-752-0110

PICK UP!PICK UP!

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

　

引
き
続
き
、
家
族
全
員
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
１
月
25
日
実
施

住
所

氏
名

宮
野
原

島
田
　
萌
菜
（
も
な
）

米
原

大
口
　
和
幸
（
か
ず
ゆ
き
）

大
割
野
１
‐
４

風
巻
　
悠
翔
（
ゆ
う
と
）

●
３
月
１
日
実
施

住
所

氏
名

赤
沢
18

石
田
　
岳
（
が
く
）

谷
内
フ
ァ
ー
ム
ハ
イ
ツ

戸
田
　
路
琉
（
み
ち
る
）

美
雪
町

藤
木
　
蒼
太
朗
（
そ
う
た
ろ
う
）

大
割
野
３
‐
２

藤
ノ
木
　
幸
多
郎
（
こ
う
た
ろ
う
）

十
二
ノ
木
５

富
井
　
秀
斗
（
し
ゅ
う
と
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
健
康
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

３
歳
児
健
診
で

　
　
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

は
、
そ
の
翌
日
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
津
南
町
公
民
館
　
℡
７
６
５-

３
１
３
４

　

毎
年
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
い
た
だ

い
て
い
る
狭
山
市
で
の
「
お
茶
摘
み
体
験
」
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

茶
の
香
り
漂
う
新
緑
の
茶
畑
で
新
芽
を
摘
ん

で
み
ま
せ
ん
か
！
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日
　
５
月
13
日
㈰

茶
の
ま
ち
狭
山
で

　
お
茶
摘
み
を
し
よ
う
!!

■
行
き
先

・
埼
玉
県
狭
山
市

・
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

■
日
程

　
午
前
６
時
50
分
　
役
場
前
集
合

　
午
前
７
時
　
出
発

　
午
前
10
時
　
狭
山
市
着
・
茶
摘
み
体
験

　
正
午
　
　
昼
食

　
午
後
２
時
　
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
散
策

　
午
後
４
時
　
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
出
発

　
午
後
６
時
　
役
場
到
着

■
対
象
者
　
町
内
に
居
住
し
て
い
る
か
た

■
参
加
費

　
大
人
　
　
　
　
２,
５
０
０
円（
中
高
生
含
む
）

　
小
学
生
以
下
　
１,
５
０
０
円

※
参
加
費
に
は
昼
食
代
、
交
通
費
、
入
場
料
が

含
ま
れ
ま
す
。

■
お
申
し
込
み

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
５
月
７
日

㈪
ま
で
に
総
務
課
企
画
財
政
班（
℡
７
６
５-

３
１
１
２
）ま
で
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

専
門
医
に
よ
る
認
知
症
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
５
月
17
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時

■
会
場

　
津
南
町
役
場

■
相
談
対
象
者

　
本
人
及
び
家
族

■
相
談
医
師

　
ほ
ん
だ
病
院
院
長
　
稲
月
先
生
　

第
１
回
認
知
症
相
談
会

■
相
談
料
　
無
料

■
申
込
締
切

　
５
月
11
日
㈮
　
※
定
員
（
４
名
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
保
険
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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n
uity corn

er

年
金
コ
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ナ
ー
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町
で
は
、
次
の
と
お
り
住
宅
改
修
補
助
と
被

災
住
宅
改
修
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
津
南
町
民
で
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人
。

・
補
助
を
受
け
る
住
宅
に
居
住
す
る
所
有
者

・
過
去
に
住
宅
改
修
補
助
又
は
、
被
災
住
宅
改

修
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
人
。

※
住
宅
改
修
補
助
と
被
災
住
宅
改
修
補
助
の
事

業
の
内
、
過
去
に
補
助
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
事
業
で
あ
れ
ば
そ
ち
ら
で
申
請
で
き
ま
す
。

■
対
象
工
事

・
住
宅
の
改
修
・
改
築
工
事
及
び
下
水
道
つ
な

ぎ
込
み
工
事
等(

門
や
塀
、
庭
園
、
電
化
製

品
等
は
対
象
外
で
す
。)

・
対
象
工
事
が
他
の
補
助
金
若
し
く
は
助
成
金

又
は
保
険
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
工
事

■
施
工
業
者
・
工
事
費
等
の
条
件

・
町
内
に
本
社
も
し
く
は
営
業
所
を
有
し
、
営
業
し

て
い
る
法
人
及
び
個
人
の
業
者
が
施
工
す
る
工
事

・
対
象
工
事
費
が
税
抜
き
で
20
万
円
以
上
。

・
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
実
績
報
告
を
提
出
で
き
る
工
事
。

■
補
助
率
、
補
助
限
度
額

・
対
象
工
事
費
の
20
％(

千
円
未
満
切
捨
て)

・
限
度
額
10
万
円

■
申
請
の
受
付
期
間

　
４
月
23
日
㈪
〜
６
月
29
日
㈮	

　

町
内
在
住
者
が
住
宅
を
克
雪
住
宅
に
新
築・
増

改
築・屋
根
改
良
す
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
金
額
　
対
象
工
事
費（
上
限
２
５
０
万
円
）

を
基
準
と
し
、対
象
工
事
費
に0

.2
6
4

を
乗
じ
て

・
融
雪
式
・
耐
雪
式
は
、
２
／
３
を
乗
じ
た
額

　（
上
限
44
万
円
）

・
落
雪
式
・
高
床
落
雪
式
は
、
１
／
３
を
乗
じ

た
額
（
上
限
33
万
円
）

・
た
だ
し
要
援
護
世
帯
は
２
／
３
を
乗
じ
た
額

　（
44
万
円
）

■
申
請
方
法

　
補
助
金
の
申
請
書
は
工
事
着
手
前（
最
低
１

週
間
前
）に
提
出
く
だ
さ
い
。な
お
、対
象
住
宅
の

区
長(

総
代)

か
ら
同
意
を
得
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
期
限
　
10
月
31
日
㈬

※
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
内
容

・
融
雪
式

　
屋
根
融
雪
施
設
に
要
す
る
全
体
工
事

・
落
雪
式

　
屋
根
部
分
の
克
雪
化
に
要
す
る
経
費

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧

耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
を
耐
震
改
修
さ
れ
る
か

た
を
対
象
に
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
と
な
る
住
宅

・
現
在
お
住
ま
い
の
個
人
所
有
の
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
一
戸
建
て
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
が
総
合
評
点
1.0
未
満
で
耐

震
改
修
工
事
後
の
総
合
評
点
が
1.0
以
上
と
な

る
住
宅

・
耐
震
改
修
が
建
築
基
準
法
及
び
建
築
物
の
耐

震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
違

反
し
て
い
な
い
こ
と

■
補
助
額(

最
大
65
万
円)

　
次
に
揚
げ
る
合
計
金
額

・
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
１
／
３(

限
度

額
50
万
円)

・
右
記
の
額
に
１
／
２
を
乗
じ
て
得
た
額(

限

度
額
15
万
円)

■
所
得
税
の
特
別
控
除

　
こ
の
耐
震
改
修
の
補
助
を
受
け
た
か
た
は
、

租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
所
得
税
の
特
別

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
額
は
、

改
修
費
用
の
10
％(

20
万
円
が
限
度)

■
本
事
業
の
設
計
者
及
び
工
事
監
理
者
の
条
件

・
新
潟
県
建
築
設
計
事
務
所
協
会
ま
た
は
新
潟

県
建
築
士
会
中
魚
沼
支
部
が
行
う
木
造
住
宅

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
講
習
会
を
終
了
し
た

者
で
あ
る
こ
と
。

・
建
築
士
法
で
規
定
す
る
建
築
士
で
あ
る
こ
と
。

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐
震

基
準
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
さ
れ
る
か
た

を
対
象
に
診
断
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
耐
震
診
断
方
法

　
津
南
町
耐
震
診
断
士
登
録
制
度
に
よ
り
登
録

さ
れ
た
診
断
士
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
診
断
に
あ
た
っ
て
は
壁
在
等
は
が
し
た
り
す
る
こ

と
は
せ
ず
、主
に
内
外
観（
建
物
の
形
状
、壁
量
、壁
の

材
質
、建
物
の
劣
化
状
況
等
）に
よ
り
診
断
し
ま
す
。

■
補
助
後
の
自
己
負
担
額
　
一
律
１
万
円

■
申
込
期
間
　
９
月
28
日
㈮
ま
で

■
補
助
対
象
者

①
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
住
宅
（
併
用
住

宅
を
含
む
）
の
所
有
者

・
津
南
町
内
の
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住
宅

・
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
着
工
し
た
住
宅

・
住
宅
の
主
要
な
部
分
が
木
造
の
住
宅

②
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
人

住
宅
改
修
補
助
事
業

克
雪
す
ま
い
づ
く
り

　
　
　
　
　
支
援
事
業

木
造
住
宅
の

　
　
耐
震
改
修
費
補
助

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
料
を

補
助
し
ま
す

建
設
課
よ
り
お
知
ら
せ

■
工
事
を
す
る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
原
則
、
工
事
着
手
前
に
申
請
し
な
け
れ
ば
、

補
助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
落
雪
高
床
式

　
屋
根
及
び
高
床
部
分
（
１
ｍ
以
上
）
の
克
雪

化
に
要
す
る
経
費
。
た
だ
し
、
床
下
部
分
が
居

住
面
積
に
算
入
さ
れ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

・
耐
雪
式

　
3.5
ｍ
の
積
雪
に
耐
え
る
克
雪
化
に
要
す
る
経
費

■
そ
の
他

　
過
去
に
「
克
雪
住
居
協
調
整
備
事
業
」
や
「
克

雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
」
の
補
助
金
を
受
け
た

者
は
、
事
業
の
対
象
外
で
す
。

ク
ス
リ
は
リ
ス
ク
？

町
立
津
南
病
院
　
石
川
　
眞
一
郎

明
ら
か
に
ク
ス
リ
の
内
服
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
人
で
も「
私
は
ク
ス
リ
を
飲
む
こ
と
の
リ
ス
ク

を
考
え
る
と
も
う
少
し
様
子
を
み
た
い
の
で
す
が

…
」と
い
う
か
た
が
い
ま
す
。

確
か
に
ク
ス
リ
は
化
学
薬
品
な
の
で
全
く
安
全

と
は
い
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、実

は
通
常
の
生
活
の
中
で
も
化
学
薬
品
の
リ
ス
ク
か

ら
完
全
に
逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。現
に

身
近
な
も
の
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
や
ニ
コ
チ
ン
、塩
、

砂
糖
な
ど
も
精
製
さ
れ
た
も
の
は
合
成
さ
れ
た
化

学
薬
品
と
い
え
ま
す
し
、そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
は
既

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
で
す
。患
者
さ
ん

で
お
酒
を
飲
む
か
た
に「
ア
ル
コ
ー
ル
は
忘
れ
ず

に
飲
ん
で
も
血
圧
の
ク
ス
リ
は
時
々
飲
み
忘
れ
る

よ
う
で
す
ね
」な
ど
と
冗
談
を
交
わ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。悪
玉
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
く
て
明

ら
か
に
動
脈
硬
化
が
認
め
ら
れ
る
か
た
で
も
、ど

こ
ま
で
も
生
活
習
慣
の
修
正
で
食
事
と
運
動
に
気

を
つ
け
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
か
た
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。検
査
値
が
目
標
に
到
達
し
動
脈

硬
化
が
予
防
で
き
る
ま
で
の
食
事
制
限
は
か
な
り

厳
し
く
、完
璧
に
実
行
し
よ
う
と
す
れ
ば
食
生
活

は
味
気
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

最
近
の
ク
ス
リ
は
多
く
の
臨
床
試
験
で
長
期
的

に
も
安
全
性
が
高
く
、動
脈
硬
化
に
よ
る
大
き
な

病
気
も
予
防
し
て
く
れ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い

ま
す
。お
い
し
い
も
の
を
ほ
ど
ほ
ど
に
食
べ
な
が

ら
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、検
査
値
も
あ
ま
り
気
に

し
な
い
で
い
ら
れ
る
の
は
現
代
医
学
の
進
歩
の
お

蔭
で
す
。美
食
を
謳
歌
で
き
る
と
い
う
点
で
も
、ク

ス
リ
は
リ
ス
ク
以
上
に
大
き
な
幸
福
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

＜実施された行事＞
〔３月〕
	 23日	 小学校卒業式
	 28日	 平成24年津南町議会第1回臨時会
〔４月〕
	 5日	 全員協議会
	 5日	 津南中等教育学校入学式（議長、副議長）
	 6日	 外丸小、津南中学校入学式
	 9日	 小学校入学式
	 10日	 新潟県町村議会議長会議（新潟市）

	 17日	 津南町農業改良会議
	 17日	 総文福祉常任委員会
	 23日	 議会報№185号発行

＜今後の行事予定＞
〔４月〕
	 25日	 住民・議会懇談会（町内20会場）
　～5月1日
〔５月〕
	 7日	 全員協議会
	 18日	 議会広報研修会(新潟）

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	 3800日	 藤ノ木キミ（堂平）	

	 3700日	 桑原ミサオ（豊郷）	

	 3200日	 板場キヨ（辰ノ口）	

	 100日	 涌井キシ（割野）

主な運動：健骨体操、テレビ体操、水中ウォークなど。

健康体力づくり100日運動

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
か
た

が
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
退
職（
失

業)

す
る
と
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
保

険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
を
免

除
さ
れ
る
特
例
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、保

険
料
を
納
め
な
く
て
も
、
免
除
さ
れ

た
期
間
は
次
の
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金

の
受
給
資
格
期
間
の
25
年
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
の
年

金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
通
常
は
審
査
対

象
と
な
る
ご
本
人
の
所
得
状
況
を
除

外
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
配
偶
者
や
世
帯
主
に
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免
除

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
町
村

役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
津
南
町
役
場
税
務
町
民
課
町
民
班

　
℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
申
請
期
間
　
４
月
23
日
㈪
〜
９
月
28
日
㈮

■
申
請
方
法

　
建
設
課
土
木
班
に
あ
り
ま
す
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
建
設
課
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　
建
設
課
　
土
木
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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町
政
功
労
者

平
成
24
年
度

　

町
で
は
町
政
の
進
展
に
多
大
な
功
績
が

あ
っ
た
か
た
を「
町
政
功
労
者
」と
し
て
表

彰
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
こ
こ
に
紹
介

す
る
10
名
が
４
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
嘱

託
員
会
議
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

津南町議会議員として

４期12年町政の発展の

ため尽力されています。

津南町議会議員として

４期12年町政の発展の

ため尽力されています。

町国民健康保険運営協議

会委員として15年の長き

にわたり、国民健康保険

の推進に尽力されました。

自治功労

自治功労

自治功労 自治功労

藤ノ木浩子さん（反里口）

藤ノ木厚さん（中深見）

30年の長きにわたり消

防団員としてよくその

重責を勤め消防防災活

動に尽力されました。

消防防災功労

恩田秀樹さん（鹿渡新田）

交通指導員として15年の

長きにわたり、交通安全を

町民に呼びかけ、交通事

故防止に尽力されました。

交通安全功労

志賀浩巳さん（陣場下）

津南町議会議員として

４期12年町政の発展の

ため尽力されています。

河田強一さん（亀岡）大平謙一さん（割野）

30年の長きにわたり消

防団員としてよくその

重責を勤め消防防災活

動に尽力されました。

30年の長きにわたり消

防団員としてよくその

重責を勤め消防防災活

動に尽力されました。

30年の長きにわたり消

防団員としてよくその

重責を勤め消防防災活

動に尽力されました。

消防防災功労 消防防災功労 消防防災功労

阿部利昭さん（前倉）岡村重己さん（秋成）山田龍一さん（結東）

30年の長きにわたり消

防団員としてよくその

重責を勤め消防防災活

動に尽力されました。

消防防災功労

若井岩雄さん（穴山）

 思わぬ被害に困惑
— 4/3 強風被害 —

 津南産農林産物ロゴマークが
　 デビュー

 入学おめでとう
— 町内小学校入学式 —

 フライング ゲット 春　
— 4/3 毘沙門天祭り —

 豪雪パワーで地面出し
— 4/14 豪雪地面出し競争 —

　町内の小中学校で入学式が行われました。まだ雪が多く残

るなかでの入学式となりましたが、子どもたちが新しい学校

生活を楽しく送ってくれるといいですね。ちなみに今年の新

入学児童生徒は、町立小学校69人、津南中学校60人でした。

　春の突然の強風により、屋根が吹き飛んだり、壁がはがれ

たりと町内のいたるところで被害が確認されました。アメダ

ス津南観測所では、計測史上最高の風速32.4㎧を記録しま

した。（被害／人的１、建物71棟）

　昨年 7月に公募により決定した津南産農林産物ロゴマー

クが雪下にんじんのパッケージからデビューします。このロ

ゴマークは津南産農林産物の津南ブランド確立を目指す一

環として作成したものです。今後はアスパラガスとスイート

コーンに順次ロゴマークが入ります。新ロゴマークが入った

野菜をぜひお土産にご利用ください。

　陣場下の「多聞天押合大祭」が開催されました。「まくぞ」「さ

んよ」の掛け声が町内に響きわたると、春の訪れを感じます。

　まだまだ残る雪を逆手にとって、雪掘りの速さを競うイベ

ントが行われ10チームが参加しました。優勝は津南スキー

クラブのクロカンチームでタイムは、4分 50秒 !! 次のオリ

ンピック正式種目を目指す…とおもしろいかもしれませんね。

↑ 先生のお話を聞く芦ケ崎小学校の新入学児童。

↑ 強風で吹き飛んだパイプハウス。

↑ 雪下にんじんの袋に印刷されたロゴマーク。

↑ 厄年の男らが投げる木札に飛びつく子どもたち。

↑ 1.5ｍの積雪を掘り、地面を目指す参加者たち

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

　今回は、新しくアドバイザーの仲間入りした堂平の藤ノ木友子さんを紹介します。

　藤ノ木さんは23年度に新潟県農村地域生活アドバイザーの認定を受け、今後は津南町のアドバイザーとして活動していた

だきます。

　藤ノ木さんは夫の稔さんとともに水稲、養鶏、野菜を中心に農業経営に取り組んでいます。

　また、観光農園や体験型教育旅行の受入等を積極的に行い、町の活性化にご尽力いただいてます。

明るく、何事にも前向きに取り組む藤ノ木さんが仲間入りすることで更に充実したアドバイザー

活動ができると思います。

　みなさん、畑やお店で藤ノ木さんを見かけたら気軽に声をかけてください。

　今年度も津南町のアドバイザー 12人は食育活動の推進や広報紙のアドバイザー通信で津南の

農産物を活用した料理を紹介しますのでお楽しみに！

津南町の新アドバイザーを紹介します。
アドバイザー

通信
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
推
進

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
は
、
高
齢
者
が
可
能

な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
そ
の

有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
生
活
が
営
め
る

よ
う
次
の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
化
し
て
提

供
し
て
い
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。

①
介
護
　
②
予
防
　
③
医
療
　
④
生
活
支
援
　

⑤
住
ま
い

　
具
体
的
に
は
、
次
の
４
つ
の
大
き
な
柱
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化

②
高
齢
者
の
住
ま
い
の
整
備

③
認
知
症
対
策
の
推
進

④
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
は
、
介
護

職
員
の
処
遇
改
善
の
確
保
、
介
護
事
業
者
の
経

営
状
況
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
を
踏
ま
え
、

全
体
と
し
て
1.2
％
の
プ
ラ
ス
改
定
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
改
定
の
基
本
的
な
視
点
と
し
て
、

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
効
率
化
・
重
点
化

②
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
自
立
支
援
型
サ
ー
ビ
ス
の

強
化

③
介
護
予
防
・
重
度
化
予
防
の
効
率
化
・
重
点
化

④
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

　
の
４
つ
が
あ
げ
ら
れ
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
施
設
の
重
点
化
や
介
護
人
材
の
確
保
と

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
な
ど
に
重
点
を
置
い
た

改
定
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
共
通
の

加
算
と
し
て
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
」
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
加
算
は
介
護
職
員
の
賃
金
改
善
に
充
て

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
度
〜
平
成
26
年

度
に
限
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
サ
ー
ビ
ス
ご
と

　
町
で
は
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
介
護
保
険

の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
の
自
己
負

担
分
の
一
部
助
成
制
度
を
今
年
度
も
継
続
し
て

実
施
し
、
報
酬
改
定
に
よ
り
利
用
者
の
負
担
が

重
く
な
ら
な
い
よ
う
、
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

　（
既
に
助
成
さ
れ
た
金
額
で
利
用
さ
れ
た
か

た
の
と
こ
ろ
へ
請
求
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　
今
般
の
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
次
の
福

祉
用
具
及
び
住
宅
改
修
が
新
た
に
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

①
福
祉
用
具
貸
与
（
レ
ン
タ
ル
）

・
介
助
用
ベ
ル
ト
（
介
護
ベ
ッ
ド
の
付
属
品
と

し
て
入
浴
介
助
用
以
外
の
も
の
）

②
福
祉
用
具
販
売
（
購
入
）

・
腰
掛
便
座
の
底
上
げ
部
材

　
平
成
21
年
８
月
に
全
戸
に
配
付
し
ま
し
た

サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
に
記
載
し
て
あ
る
自
己
負
担

な
ど
の
内
容
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
中
に
新
し
い「
津
南
町
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
ガ
イ
ド
」を
作
成
し
、配
付
す
る
予
定
で
す
。

介
護
報
酬
改
定
の

　
　
　
基
本
的
な
考
え
方

介
護
報
酬
改
定
率

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
助
成

福
祉
用
具
と
住
宅
改
修
の

　
　
　
　
対
象
が
増
え
ま
す

「
津
南
町
介
護
保
険

　

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
介
護
報
酬
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

に
加
算
率
が
異
な
り
ま
す
。

報
酬
改
定
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
サ
ー
ビ
ス
種
類
に
お
け
る
利
用
料

や
各
種
加
算
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
介
護
度
及

び
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き

ま
す
の
で
、
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は
福
祉
保
健
課
保
険
班
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

③
住
宅
改
修

・
段
差
解
消
に
「
通
路
な
ど
の
傾
斜
の
解
消
」

・
扉
の
取
り
換
え
に
「
扉
の
撤
去
」

・
段
差
の
解
消
に
付
帯
す
る
工
事
と
し
て
「
ス

ロ
ー
プ
設
置
時
の
転
落
防
止
柵
の
設
置
」
が
そ

れ
ぞ
れ
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

「
夢
中
に
な
れ
る
も
の
」

中
深
見
Ｓ

健
康
に
つ
い
て
の
原
稿
依

頼
を
受
け
ま
し
た
。「
深

酒
は
す
る
」「
タ
バ
コ
は
止
め

ら
れ
な
い
。」
…
私
は
ペ
ン
が

進
み
ま
せ
ん	

(^O^)

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
監
督
だ

か
ら
依
頼
さ
れ
て
も
不
思
議
で

は
無
い
の
で
思
い
つ
く
ま
ま
書

い
て
み
ま
す
。

　
津
南
に
戻
っ
て
35
年
ず
ー
っ

と
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
15
年

位
は
自
分
で
楽
し
み
、
そ
れ
か
ら
長
男
の
ス

ポ
ー
ツ
と
共
に
楽
し
み
、
そ
し
て
最
近
の
15

年
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
作
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
今
考
え
れ
ば
ス
ト
レ
ス
解
消
と
体
力
作
り

と
役
に
立
っ
て
い
る
感
が
し
ま
す
。
最
近
は

愛
犬
と
東
京
に
い
る
孫
娘
二
人
も
加
わ
り
ス

ト
レ
ス
な
ん
か
感
じ
て
い
る
暇
な
ん
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
一
日
の
日
暮
し
を
た

い
せ
つ
に
す
る
。」
好
き
な
言
葉
は
「
何
も

足
さ
な
い
、
何
も
引
か
な
い
」
で
す
。
夢
中

に
な
っ
て
い
る
と
時
間
、
月
日
の
経
つ
の
は

早
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
何
か
夢
中
に
な
る
事

を
探
し
ま
せ
ん
か
？

健
康
診
断

　
　
受
け
て
安
心
！

今
年
度
は
３
つ
の

　

め
だ
ま
で
健
康
度
ア
ッ
プ
を

　
長
い
冬
が
過
ぎ
、よ
う
や
く
津
南
に
も
春
の
訪

れ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
頃
で
す
。

　
皆
さ
ん
、体
の
調
子
は
い
か
が
で
す
か
。い
つ

も
よ
り
遅
い
春
の
訪
れ
に
、
急
に
田
畑
の
仕
事

が
忙
し
く
な
り
、
体
の
調
子
を
崩
さ
ぬ
よ
う
に

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
休
養
を
適
宜
と
り
な

が
ら
無
理
の
な
い
作
業
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
年
度
も
４
月
か
ら
町
の
各
種
の
健

康
診
断
が
始
ま
り
ま
す
。
昨
年
暮
れ
に
世
帯
毎

に
健
康
診
査
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
か
た
に
、健

康
診
断
の
通
知
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
す
で
に
各
世
帯
に
案
内
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
今
年
度
は
次
の
３
つ
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

①
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん

検
診
、
乳
が
ん
検
診
は
特
定
の
年
齢
の
か
た

は
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
各
検
診
に
よ
り
年
齢
が
異
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
国
保
加
入
者
の
40
歳
か
ら
49
歳
に
は
胃
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
特
定
健
診
を
す
べ

て
受
け
る
と
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
施
設
１
回
無

料
券
を
進
呈
し
ま
す
。
６
月
か
ら
特
定
健
診

等
が
始
ま
り
ま
す
。

③
心
電
図
、
眼
底
検
査
が
希
望
に
よ
り
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
人

負
担
金
心
電
図
１
０
０
０
円
・
眼
底
検
査

５
０
０
円
と
な
り
ま
す
が
事
前
申
し
込
み
な

し
で
当
日
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
特
に
具
合
悪
い
と
こ
ろ
は
な
い
」「
自
分
は

健
康
に
自
信
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
人

も
ぜ
ひ
年
に
一
度
の
健
康
診
断
で
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。
生
活
習
慣
病
や
が
ん
は

早
期
に
は
自
覚
症
状
が
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
も
し
申
し
込
み
を
忘
れ
た
か
た
、
受
け
る
習

慣
が
な
い
と
い
う
か
た
で
も
、
ま
だ
間
に
合
い

ま
す
。
ま
た
地
元
の
会
場
で
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
か
た
は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
あ
る
健
康
診

断
の
日
程
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
都
合
の
つ
く
場

所
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
自
身
の

た
め
家
族
の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
健
康
で
い

る
こ
と
は
力
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

40代～60代の楽しい時間（ＥＬＰ）　エアロビクス＆卓球教室
　Tap（津南町総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会）主催の楽らくエアロビクスと卓球は参
加者も多く、毎週良い汗を流しています。５月も開催しますので皆さんも足を運んでみませんか？ 

【♪楽らく♪エアロビクスダンス】
・場　所：サンビレッジ津南
・日　時：5月7日、14日、21日、28日
　　　　（昼）午前10時30分～11時30分
　　　　（夜）午後7時～8時
・参加費：４回1,500円
　　　　　または１回500円

【卓球】
・場　所：津南町総合センター体育館
・日　時： 5月 7日、14日、21日、28日
　　　　　午後8時～9時
・参加費：月1,000円または１回500円
Tap事務局（℡765-5776）に開催日の4日前まで
にお申し込みください。当日参加も可能です。

町からの

お知らせ

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

滝沢章子
保健師
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つ
な
ん
の
文
芸

本とわたし
−大島章さんから

著者/小山ゆう　出版社/小学館

僕
は
坂
本
竜
馬
が
好
き
で
、
子
ど
も
の

頃
「
お
ー
い
竜
馬
」
を
読
ん
で
感
動
し
、

と
て
も
良
い
影
響
を
受
け
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

原
作
は
金
八
先
生
で
有
名
な
武
田
鉄
矢

さ
ん
で
す
。

竜
馬
は
実
は
弱
虫
で
し
た
。
そ
の
後
剣

道
を
極
め
て
有
名
に
な
り
、
そ
れ
が
元
で

い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
、
影
響
を
受
け

合
い
ま
し
た
。
坂
本
竜
馬
が
日
本
を
変
え

よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し
て
い
っ
た

理
由
の
ひ
と
つ
に
、
実
際
に
体
験
し
た
、

幕
末
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
身
分
制
度
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

好
き
な
人
が
い
て
も
身
分
が
違
う
か
ら

付
き
合
え
な
い
と
か
、
自
分
の
や
り
た
い

仕
事
も
出
来
な
い
と
か
、
農
民
は
ど
ん
な

に
優
秀
で
も
侍
に
な
れ
な
い
と
か
、
自
分

の
い
る
県
か
ら
出
ら
れ
な
い
と
か
、
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
窮き
ゅ
う

屈く
つ

さ
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

そ
ん
な
日
本
を
竜
馬
は
仲
間
達
と
変
え

ま
し
た
。
で
も
江
戸
幕
府
を
終
わ
ら
せ
た

竜
馬
は
自
分
が
開
い
た
新
し
い
時
代
を
見

る
前
に
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
、
僕
達
が
自
由
に
暮
ら
せ
る
の
は
竜

馬
達
の
お
か
げ
だ
と
、
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
マ
ン
ガ
で
す
。

坂
本
竜
馬
は
す
ば
ら
し
く
大
き
い
人
間

で
、
竜
馬
の
生
き
方
は
勇
気
が
で
ま
す
。

仲
間
の
た
い
せ
つ
さ
や
強
さ
が
分
か
り
ま

す
。
男
子
に
お
す
す
め
で
す
。

次
は
山
田
勲
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

｢おーい竜馬｣
紹介する本

関
せきぐち

口　優
ゆう

さん（卯ノ木）

弥生 ―Ma r c h―

片
かた

野
の

親
ちかよし

義／著　ひとなる書房　2,000円（税別）

社会教育における出会いと学び
―地域に生きる公民館入門―

人は学びのなかでたくさんの人と出会い、生きています。その学
びは、日常の中にあふれています。―みなさんのすぐそばに―

２
台
目
・
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号

御お

め

み

目
見
え
!!

　

今
月
は
、新
し
く
な
っ
た
移
動
図
書
室

ひ
ま
わ
り
号
の
特
集
号
で
す
。

Ｑ
ど
こ
が
ど
ん
な
ふ
う
に
変
わ
っ
た
の
？

□
上
り
下
り
口
が
、均
等
で
安
全
・
安
定
し

た
階
段
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、警
報

ブ
ザ
ー
や
、
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の

完
備
に
伴
い
、
よ
り
安
全
性
が
向
上
し

ま
し
た
。
高
齢
者
も
小
さ
い
お
子
さ
ん

も
、安
心
し
て
上
り
下
り
で
き
ま
す
。

□
車
内
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
車
内
天

井
か
ら
自
然
光
が
入
り
ま
す
。
天
気
の

良
い
日
は
電
気
を
点
け
な
く
て
も
本
が

よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

□
車
内
が
広
く
な
り
、
本
が
選
び
や
す
く

な
り
ま
し
た
。ま
た
、車
内
に
貸
出
返
却

用
の
折
り
た
た
み
机
が
備
え
付
け
ら

れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
貸
出
作
業
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

□
出
入
り
口
に
雨
風
雪
よ
け
カ
ー
テ
ン
が

備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
悪
天
候

の
日
で
も
雪
な
ど
が
入
っ
て
き
ま
せ

ん
。本
を
保
護
で
き
ま
す
し
、落
ち
着
い

て
利
用
で
き
る
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

□
書
架
、
積
載
冊
数
が
プ
ラ
ス
２
０
０
〜

３
０
０
冊
と
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
ま

た
、
今
ま
で
収
納
で
き
な
か
っ
た
大
型

本
も
書
架
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

□
1.5
ト
ン
車
の
ト
ラ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
馬
力
が
増
し
運
転
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
工
夫
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
ひ
ま
わ
り
号
お
披ひ

ろ

め

露
目
会か
い

　
４
月
30
日
㈪
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

：

町
文
化
セ
ン
タ
ー
正
面
前

内
容

：

17
年
間
、町
内
各
地
を
巡
回
し
、晴

れ
の
日
も
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
そ
し
て

豪
雪
の
日
も
、
本
と
夢
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
届
け
る
た
め
走
り
続
け
た
１
台
目
、
ひ

ま
わ
り
号
に「
あ
り
が
と
う
」
と「
お
疲
れ

様
で
し
た
」
と
感
謝
を
込
め
て
お
別
れ
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、２
台
目
ひ

ま
わ
り
号
が
同
じ
思
い
で
後
を
引
き
継
い

で
運
行
が
で
き
る
よ
う
に
２
台
揃
っ
て
の

お
披
露
目
会
を
行
い
ま
す
。時
間
内
は
、１

台
目
ひ
ま
わ
り
号
と
２
台
目
ひ
ま
わ
り
号

ど
ち
ら
に
も
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ひ
ま
わ
り
号
イ
ラ
ス
ト
・
デ
ザ
イ
ン

　
応
募
作
品
展
示
会

　
４
月
23
日
㈪
〜
５
月
27
日
㈰

場
所

：

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ワ
イ
エ

内
容

：

町
内
の
小
学
生
に
新
し
く
な
っ
た

移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
の
イ
ラ
ス
ト
・

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
、
応
募
の
あ
っ
た
作

品
す
べ
て
を
展
示
し
ま
す
。
町
内
小
学
生

の
夢
い
っ
ぱ
い
の
作
品
の
数
々
を
ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
読
書
週
間

　
第
54
回
子
ど
も
読
書
週
間

　
４
月
23
日
㈪
〜
５
月
12
日
㈯

　
30
年
以
上
読
み
継
が
れ
て
い
る
絵
本
や

児
童
書
を
中
心
に
、
そ
の
他
子
ど
も
の
心

に
寄
り
添
っ
て
描
か
れ
た
絵
本
や
家
族
の

温
か
さ
を
描
い
た
絵
本
な
ど
も
特
集
し
、

展
示
・
貸
出
し
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
図
書
室
内
の
展
示
は
５
月
27
日

㈰
ま
で
行
い
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

境
内
の
杉
の
枯
葉
に
被
る
雪

　
　
時
折
風
に
白
く
舞
ひ
立
つ	

涌
井
　
ユ
ミ

春
来
れ
ば
我
が
家
に
つ
ば
め
渡
り
来
て

　
　
忙せ

わ

し
き
日
日
の
ま
た
始
ま
り
ぬ	

関
谷
　
郁
子

積
も
り
た
る
雪
の
表
面
粗
く
な
り

　
　
春
の
兆
し
の
僅
か
に
見
ゆ
る	

恩
田
　
久
美
子

二
十
三
と
二
十
五
の
吾
子
が
語
ら
ん
と

　
　
我
の
布
団
の
両
側
に
入
る	

丸
山
　
直
子

ふ
う
は
り
と
漂
ひ
落
つ
る
ひ
と
ひ
ら
の

　
　
ぼ
た
ん
雪
見
る
身
に
重
ね
つ
つ	

小
野
寺
　
恒
代

信
濃
ゆ
く
特
急
電
車
の
後
部
に
て

　
　
旅
の
振
子
の
ご
と
く
揺
れ
ゆ
く	

樋
口
　
康
子

病
院
の
窓
に
眺
む
る
梢う

れ

高
き

　
　
杉
の
間

あ
わ
い

の
白
亜
の
校
舎
　
（
津
南
中
学
校
舎
）	

上
村
　
み
な

夕
ぐ
れ
の
山
の
端
近
き
叢
雲
は

　
　
茜
の
縁
ど
り
輝
き
て
見
ゆ	

内
山
　
キ
ク

十
九
に
て
祖
母
の
生
家
に
稼
ぎ
来
て

　
　
五
十
余
年
を
こ
の
家
に
経
つ	

麻
績
　
初
恵

身
障
者
の
レ
ッ
テ
ル
張
ら
れ
情
け
な
や

　
　
丈
夫
な
ら
ば
と
羨
や
む
ば
か
り	

滝
沢
　
勝
枝

囲
ひ
板
外
せ
る
厨
の
硝
子
戸
に

　
　
ほ
あ
ん
ほ
あ
ん
と
淡
雪
映
る	

風
巻
　
京
子

叢
雲
を
朱あ

け

に
染
め
つ
つ
沈
み
ゆ
く

　
　
陽
を
浴
び
憩
ふ
ガ
ラ
ス
戸
の
中	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

雪
の
量
日
本
一
と
ふ
吾
が
郷
土

　
　
籠こ

も

る
家
並
の
灯
の
や
さ
し
か
り	

鈴
木
　
綾
子

地
吹
雪
の
お
さ
ま
り
た
れ
ば
壁
一
面

　
　
白
に
塗ま

み

れ
て
家
現
る
る	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

老
い
の
身
に
思
い
出
多
し
常
夏
の

　
　
島
に
夜
な
夜
な
十
字
星
光
る	

滝
沢
　
義
正

胸
に
し
む
短
歌
載
り
た
る
広
報
の

　
　
夫
婦
の
絆
繰
り
返
し
読
む	

柳
沢
　
チ
ヨ

剃
り
上
げ
し
僧
侶
の
頭
青
々
と

　
　
だ
ん
ご
振
り
撒
く
声
高
ら
か
に	

富
沢
　
キ
ミ

残
雪
の
見
え
る
山
肌
は
い
上
る

　
　
霧
は
広
が
り
街
を
つ
つ
め
り	

板
場
　
寛

満
点
も
零
点
も
あ
り
選
手
等
の

　
　
歓
声
響と

よ

も
す
輪
投
げ
練
習

　
　
　
（
町
老
連
大
会
目
指
し
て
）	

島
田
　
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
三
月
）

投と
う

了
り
ょ
う

を
待ま

つ
ば
か
り
な
る
懐

ふ
と
こ
ろ

手で	

房
良

人ひ
と
ま
か任
せ
で
き
ぬ
性さ

が

な
り
着き

ぶ
く
れ
て	

し
げ
る

丹た
ん
せ
い精
の
盆ぼ

ん
ば
い
に
ほ

梅
匂
ふ
通つ

や夜
の
席せ

き	

貞

読よ

み
返か

え

す
友と

も

の
便た

よ

り
の
四し

温お
ん

か
な	

芳
司

精せ
い
ま
い米
機き

の
前ま

え

を
子こ

雀
す
ず
め

親お
や

雀
す
ず
め	

渡
舟

除じ
ょ
せ
つ
し
ゃ

雪
車
の
難な

ん
し
ょ所
に
か
か
る
音お

と
た
か高
し	

妙

友と
も

の
焼や

き
く
れ
し
陶と

う

器き

の
雛ひ

な
か
ざ飾
る	

冬
詩
子

仕し

舞ま
い

湯ゆ

や
氷

こ
お
り

生う

ま
る
る
窓ま

ど

硝ガ

ラ

ス子	

れ
い
子

ニ
ュ
ー
ス
今い

ま

見み

た
と
電で

ん

話わ

の
雪ゆ

き

見み

舞ま
い	

酔
花

雪ゆ
き

三み

っ

か日
ご
う
ぎ
だ
の
し
と
言い

ふ
ば
か
り	

兎
月

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

4月 −卯
う

月
づ き

−
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「
治
療
す
る
が
ん
」か
ら「
予
防
す
る
が
ん
」へ

子し

宮き
ゅ
う

頸け
い
が
ん
は「
検
診
」と「
ワ
ク
チ
ン
」で
予
防
で
き
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
の
入
口
（
頸
部
）
に
発

生
す
る
が
ん
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
の
発
生
に
は

「
ハ
イ
リ
ス
ク
タ
イ
プ
の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）」
の
感
染
が
関
与
し
て
い

ま
す
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
ヒ
ト
の
皮
膚
や
粘
膜
に
い
る
、ご
く

あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。子
宮
頸
部
へ
は
性

交
渉
で
感
染
し
ま
す
が
、手
や
顔
に
も
い
る
ウ
イ

ル
ス
な
の
で
性
病
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。ご
く
身
近
な
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
ほ
と
ん
ど
は
一
過
性
の
感
染
で
自

然
に
ウ
イ
ル
ス
が
排
除
さ
れ
ま
す
が
、
10
％
程

　

子
宮
頸
が
ん
は
女
性
特
有
の
が
ん
と
し
て
は
乳
が
ん
の
次
に
多
い
が
ん
で
す
。
子
宮
が
ん
が
60
〜

80
代
の
病
気
だ
っ
た
の
は
40
〜
50
年
前
の
話
で
す
。
最
近
で
は
、
20
代
〜
30
代
に
か
け
て
患
者
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
を
き
っ
か
け
に
初
め
て
産
婦
人
科
を
受
診
し
て
子
宮
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
例

も
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
も
重
要
で
す
が
、
子
宮
頸
が
ん
は
原
因
が
解
明
さ
れ
、「
予

防
で
き
る
が
ん
」
に
な
り
ま
し
た
。

度
の
人
は
長
期
間
の
感
染
が
続
き
、
細
胞
が
次

第
に
異
常
な
形
に
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
を
前
が

ん
状
態
の
「
異
形
成
」
と
い
い
ま
す
。
異
形
成

に
な
っ
て
も
自
然
に
治
癒
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

一
部
の
人
は
が
ん
に
進
行
す
る
危
険
が
高
ま
り

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
子
宮
頸
部
に
感
染
し
て
か
ら

が
ん
に
な
る
ま
で
に
数
年
〜
数
十
年
と
長
い
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

　
検
診
で
「
異
形
成
」
や
粘
膜
の
が
ん
で
あ
る

「
上
皮
内
が
ん
」
で
発
見
で
き
れ
ば
子
宮
頸
部

の
病
気
の
部
分
だ
け
の
手
術
で
す
み
ま
す
。
発

見
が
遅
れ
、
が
ん
が
進
行
し
て
い
る
と
子
宮
を

摘
出
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
子
宮

摘
出
手
術
を
受
け
る
と
、
妊
娠
・
出
産
が
不
可

能
に
な
り
ま
す
。
将
来
を
守
る
た
め
に
も
子
宮

頸
が
ん
の
予
防
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
１
０
０
種
類
以
上
の
型
が
あ
り
、

引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
も
異
な
り
ま
す
。
そ
の

子
宮
頸
が
ん
と
は

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は

　

ど
こ
に
で
も
い
る
ウ
イ
ル
ス

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
後

　

す
ぐ
に
は
が
ん
に
な
ら
な
い

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
は

「
ワ
ク
チ
ン
」と「
検
診
」の
二
段
構
え

子宮頸がんの予防の一歩として
今年からがん検診を受けてみませんか？

【町の子宮頸がん検診の受診方法】
■対 象 者　20 歳以上の女性（昨年受診していないかた）
■申 込 方 法　電話申込：福祉保健課健康班（765-3114）
■検診医療機関　津南病院産婦人科
■検 診 内 容　問診、視診・内診、細胞診
■料　　　　金　20 〜 74 歳：1,500 円
　　　　　　　　75 歳以上　：無料

中
で
も
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
に
関
与
す
る
ハ
イ

リ
ス
ク
タ
イ
プ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
16
型
、
18
型
な
ど

１
５
種
類
あ
り
ま
す
。
16
型
、
18
型
は
日
本
で

も
20
〜
30
代
と
若
い
世
代
に
多
く
、
感
染
後
に

悪
性
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
が
ん
に
な
り

や
す
い
型
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
は
ハ
イ
リ
ス

ク
タ
イ
プ
の
２
〜
４
つ
の
型
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染

を
予
防
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
津
南
町
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
対
象
年
齢
の

か
た
に
対
し
て
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
を
全
額
補
助
し
て
い
ま
す
。
平
成
24

年
度
は
中
学
１
年
生
の
女
子
と
昨
年
の
対
象
者

の
う
ち
初
回
接
種
を
行
っ
て
い
る
か
た
を
対
象

に
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
子
宮
が
ん
の
リ
ス

ク
が
ゼ
ロ
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
カ
バ
ー
す
る
の
は
子
宮
が
ん
検
診
の
役
目

で
す
。定
期
的
に
検
診
を
受
け
、ワ
ク
チ
ン
で
は

カ
バ
ー
で
き
な
い
型
の
感
染
や「
異
形
成
」へ
の

変
化
を
い
ち
早
く
発
見
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
と
検
診
の
両
方
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
は
完
璧
に
な
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
で

　

カ
バ
ー
で
き
な
い
型
は
検
診
で

経
典
供
養
塔

津
南
町
の
石
造
物
調
査
を
す
す
め
、
整
理
を

し
な
が
ら
気
づ
い
た
こ
と
の
一
つ
に
、経
典
類
の

書
写
や
読
誦
を
長
く
続
け
た
結
果
を
、
形
あ
る

も
の
と
し
て
建
立
し
た
供
養
塔
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。例
え
ば
、納
経
供
養
塔
・
千
部
供
養
塔
・

六
十
六
部
供
養
塔
・
百
万
遍
念
仏
塔
・
万
霊
塔
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

納
経
供
養
は
、
講
中
な
ど
が
自
分
た
ち
の
宗

派
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
経
典
を
選
び
、そ
れ
の
書

写（
写
経
）を
重
ね
た
り
、読
誦
を
繰
り
返
し
た
結

果
、そ
の
御
利
益
を
願
っ
て
建
立
し
た
塔
の
こ
と

で
す
。講
中
に
よ
っ
て
勤ご
ん

行
ぎ
ょ
う

の
回
数
や
時
間
、月

日
に
は
講
中
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。

千
部
供
養
塔
は
、廻
国
供
養
塔
の
一
種
で
す
。

修
行
者
が
全
国
六
十
六
か
国（
所
）
を
遍
歴
し

て
一
国
一
カ
所
の
霊
場
に
法
華
経
一
部
ず
つ
を

納
め
ま
し
た
。法
華
経
六
十
六
部
を
書
写
し
、全

国
六
十
六
霊
場
を
巡
回
し
終
え
た
修
行
者
を

六
十
六
聖
と
も
い
っ
て
尊
称
し
た
供
養
塔
で
す
。

百
万
遍
念
仏
塔
は
、
百
八
粒
の

数
珠
の
十
倍
の
千
八
十
粒
の
大
数

珠
を
参
集
し
た
人
々
が
車
座
に

な
っ
て「
な
み
あ
ぶ
だ
ぶ
つ
」を
一

回
唱
え
る
ご
と
に
一
粒
繰
り
な
が

ら
唱
え
る
念
仏
の
総
和
を
百
万
遍

と
い
い
ま
す
。
全
員
の
念
仏
の
総

計
が
百
万
回
に
達
す
れ
ば
完
了
と

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
念
仏
の
回
数
が
多
い
ほ
ど
功
徳

も
ま
た
大
き
い
と
信
じ
ら
れ
、念
仏
の
完
了
を
記

念
し
て
念
仏
の
供
養
塔
の
建
立
を
み
ま
し
た
。

万
霊
塔
は
、墓
地
な
ど
に
見
か
け
ま
す
。三
界

万
霊
塔
と
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。仏
教
の

教
え
で
は
、こ
の
世
に
お
け
る
生
命
あ
る
も
の
は

す
べ
て
霊
を
宿
ら
せ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。こ

の
塔
を
回え

向こ
う（

自
ら
修
め
た
功
徳
を
自
ら
の
悟
り

を
、他
者
の
利
益
の
た
め
に
ふ
り
む
け
る
こ
と
）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
万
霊
を
供
養
す
る
と
い
う

目
的
で
建
立
さ
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、実
際
は

有
縁
無
縁
の
遺
骨
を
合
祀
し
て
祀
っ
た
塔
で
す
。

供
養
塔
は
あ
く
ま
で
も
供
養
の
た
め
の
塔
の

建
立
で
、記
念
碑
的
の
も
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
が
、私
は
記
念
碑
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

供
養
と
は
、「
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
は
じ
め
、父

母
・
師
・
長
老
・
死
者
の
霊
な
ど
に
対
し
て
、香こ
う

華げ

・

灯と
う

明
み
ょ
う

・
飲お
ん

食じ
き

・
資
材
な
ど
の
物
を
捧
げ
る
こ
と
を

い
う
」と
仏
教
辞
典
に
あ
り
ま
し
た
。人
間
と
し

て
の
供
養
の
た
い
せ
つ
な
こ
と
を
守
り
、実
践
し

て
き
た
こ
と
を
示
す
塔
な
の
で
す
。

津南町外丸

六十六部供養塔

大
地
の
市
か
ら

大
地
の
芸
術
祭

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
２

津
南
あ
〜
と
も
り
あ
げ
隊
が
、

津
南
エ
リ
ア
の
大
地
の
芸
術
祭
に

関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

三
年
に
一
度
の
大
祭
が
や
っ
て
き
た
！

　
や
っ
て
き
ま
し
た
！
い
よ
い
よ
今
年
は
、
三

年
に
一
度
の
大
地
の
芸
術
祭
の
年
で
す
！

　
大
地
の
芸
術
祭
も
今
年
で
５
回
目
を
数
え
、

い
ま
や
日
本
を
代
表
す
る
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
、

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
成
長
し
ま
し
た
。
日
本
国

内
は
も
と
よ
り
、
海
外
か
ら
も
大
注
目
の
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
…
…
と
い
っ
て
も
津
南
住
民
に
は
ピ
ン
と
こ

な
い
か
た
が
多
い
?!

　
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
37
万
人
と
い
わ
れ
る
来

訪
者
の
多
く
は
、
作
品
が
多
く
点
在
す
る
松
代

や
松
之
山
な
ど
を
訪
れ
、
津
南
で
は
一
部
の
地

域
を
除
い
て
あ
ま
り
出
会
い
、
交
流
す
る
機
会

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。

こ
の
夏
の
津
南
は
、
お
も
し
ろ
い
。

　
し
か
し
！
今
年
の
津
南
は
注
目
の
作
品
が
目

白
押
し
。

　
ま
ず
、町
中
心
部
で
開
か
れ
る
”大
地
の
市
“。

公
式
作
品
で
あ
る
建
具
ノ
モ
リ
を
会
場
設
え
と

し
た
大
地
の
市
は
、
津
南
エ
リ
ア
の
公
式
案
内

所
も
兼
ね
、
多
く
の
来
訪
者
が
こ
こ
を
拠
点
に

津
南
エ
リ
ア
に
点
在
す
る
作
品
を
巡
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
上
野
、
田
中
、
足
滝
、
穴
山
の
４
集

落
と
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
に
か
け
て
展
開

す
る
東
ア
ジ
ア
芸
術
村
は
、
既
存
作
品
に
加
え
、

世
界
的
に
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
ア
ン
・

ハ
ミ
ル
ト
ン
に
よ
る
新
作
な
ど
数
点
が
展
開
予

定
。
ま
た
、
若
者
に
人
気
の
シ
ュ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド	

”K

キ

ー

ン

E
E
N

“に
よ
る
空
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”KE

E
N
	

H
O
U
S
E

“（
太
田
新
田
）
も
注
目
で
す
。

　
他
に
も
ま
だ
ま
だ
紹
介
し
た
い
作
品
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
今
年
の
芸
術
祭

は
、
津
南
が
お
も
し
ろ
い
ゾ
。

◎
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

　

大
地
の
芸
術
祭
は
国
内
外
の
作
家
・
首

都
圏
の
若
者
を
中
心
に
し
た
こ
へ
び
隊

（
サ
ポ
ー
タ
ー
）、
そ
し
て
住
民
が
協
働
し

て
作
り
あ
げ
る
三
年
に
一
度
の
大
祭
で

す
。
地
域
外
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、

作
品
制
作
の
手
伝
い
や
会
期
中
の
運
営
な

ど
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
興
味
を

持
っ
て
頂
け
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
歓

迎
で
す
。

　

活
動
は
週
末
を
中
心
に
内
容
に
応
じ
て

随
時
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

津
南
町
地
域
振
興
課　

７
６
５-

３
１
１
５

と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
津
南
エ

リ
ア
の
作
品
に
関
す
る
情
報
を
ど
ん
ど
ん
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
。

※「津南の自然」コーナーはしばらく休みます。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位
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大関稔さん、惇さん

　
３
月
12
日
、
津
南
町
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て「
家
族
経
営
協
定
調

印
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
家
が
家
族
内
で
話
し
合
っ
て
、

経
営
計
画
や
生
活
設
計
、
役
割
分
担

や
就
業
条
件（
労
働
時
間
・
報
酬
・
休

日
）な
ど
の
ル
ー
ル
を
取
り
決
め
、文

書
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
覚
と
責

任
を
促
し
、
経
営
と
暮
ら
し
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
経
営
参
画

家
族
経
営
協
定
書
に
調
印

四
季
成
り
イ
チ
ゴ
の
栽
培

農
業
委
員
会
の

窓

大地に生きる

　昭和59年に中深見きのこ組合を設立。父親が他界
したことにより、高校を卒業すると同時に事業主とな
り、若くしてさまざまな経験を積み、現在にいたって
います。
　仕込み本数は年間70万本。きのこ栽培には水が
不可欠であり、使用する水へのこだわりがあるとのこ
と。常に人の健康と安全を考え、おいしいものが提
供できるよう、栽培管理の徹底に努めています。

中
なかざわ

澤 昌
まさなり

成さん（45歳　中深見）

～
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
～

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
２
月
〕

　
16
日
　
農
政
・
振
興
部
会

　
27
日
　
第
８
回
総
会

　
28
日
　
農
作
業
料
金
協
定
会
議

〔
３
月
〕

　
７
日
　
女
性
農
業
委
員

　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
12
日
　
家
族
経
営
協
定
調
印
式

　
26
日
　
第
９
回
総
会

〔
４
月
〕

　
17
日
　
津
南
町
農
業
改
良
会
議

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
４
月
〕

　
25
日
　
第
10
回
総
会

　
　
　
　
農
業
委
員
会
業
務
研
修
会

〔
５
月
〕

　
25
日
　
第
11
回
総
会

　
今
回
、
協
定
を
締
結
し
た
の
は
宮

野
原
の
中
村
敬
二
さ
ん
、妻
の
き
く
さ

ん
、後
継
者
の
敬
太
さ
ん
と
、上
加
用

の
大
関
稔
さ
ん
、妻
の
陽
子
さ
ん
、後

継
者
の
惇
さ
ん
の
二
組
の
農
家
で
す
。

　
中
村
さ
ん
の
経
営
規
模
は
、
稲
作

を
中
心
に
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、

新
規
就
農
の
敬
太
さ
ん
を
中
心
に
経

営
規
模
の
拡
大
と
経
営
の
安
定
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
大
関
さ
ん
は
、
養
豚
を
中
心
と
す

る
稲
作
・
畑
作
の
複
合
経
営
で
す
。後

継
者
の
惇
さ
ん
が
加
わ
り
、
複
合
経

営
の
維
持
と
規
模
拡
大
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
家
族
経
営
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
農
業
者
制
度

の
共
同
申
請
や
農
業
者
年
金
制
度
に

お
け
る
国
庫
助
成
が
う
け
ら
れ
る
な

ど
、様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
調
印
式
は
、上
村
町
長
、県
農
業
振

興
部
長
、
農
業
委
員
会
会
長
の
立
会

の
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
イ
チ
ゴ
の
ほ
と
ん
ど
が

「
一
季
成
り
イ
チ
ゴ
」
で
、
冬
か
ら
春

に
か
け
て
実
が
成
り
ま
す
。

　「
四
季
成
り
イ
チ
ゴ
」
は
、
温
度
が

あ
れ
ば
、
一
年
中
花
を
咲
か
せ
ま
す

の
で
、
真
冬
で
も
霜
な
ど
に
注
意
す

れ
ば
実
が
な
る
の
で
、
町
内
で
も
ハ

ウ
ス
を
利
用
し
て
の
通
年
栽
培
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
期
は
花
が
咲
い
て
か
ら
約
20

日
間
で
実
が
成
り
ま
す
が
、
冬
は
光

や
温
度
の
影
響
で
約
60
日
間
か
け
て

実
が
成
り
ま
す
。
成
熟
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
、実
の
色
は
白
っ
ぽ
く
、大

き
さ
も
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
糖
度
が

増
し
食
味
の
良
い
イ
チ
ゴ
が
で
き
る

そ
う
で
す
。

　
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
で
、四
季
折
々
の

イ
チ
ゴ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

↑調印式の様子

中村敬二さん、敬太さん
きくさん

↑中子地内で栽培されているイチゴ

「家族経営協定」の制度上のメリット
①農業経営改善計画の共同申請が認め

られ、夫婦や親子で認定農業者にな
ることができる。

②農業者年金制度における国庫助成が
受けられる。

③女性農業者や後継者が農業改良資金
等の貸付を受けようとした場合の要
件となる。

④協定者の誰でも、農地のあっせんを
受けられる。

⑤エコファーマーの認定を受けるとき
に、共同申請ができる。

今
回
は
３
月
25
日
㈰
に
行
い
ま
し
た
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
結
婚
相

談
員
会
議
と
し
て
は「
初
」の
試
み
で
す
。「
料

理
を
し
な
が
ら
、
話
を
し
て
も
ら
い
、
知
り

合
っ
て
も
ら
お
う
…
」
と
い
う
こ
と
で
、
料

理
３
品
を
参
加
者
が
作
り
ま
し
た
。
何
か
の

目
標
に
向
か
っ
て
同
じ
行
動
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
時
間
を
追
う
ご
と
に
素
の
個
人
が

出
て
来
る
も
の
で
す
。
今
回
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
も
、
最
初
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

少
し
ず
つ
会
話
も
生
ま
れ
、
笑
顔
も
出
て
き
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
相
談
員
も
、料
理
し
て
い
る
彼
ら

の
状
況
を
見
な
が
ら
、「
あ
の
人
と
少
し
話
し

て
み
た
ら
ど
う
？
」「
彼
女
の
隣
に
行
っ
て
餃

子
の
皮
の
作
り
方
、教
え
て
あ
げ
て
。」等
々
、

助
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。料
理
も
お

い
し
く
出
来
上
が
り
全
員
で
の
夕
食
。し
か

し
、料
理
の
時
は
会
話
で
き
て
い
た
の
に
、食

べ
始
め
た
ら
会
話
が
い
ま
ひ
と
つ
盛
り
上
が

ら
な
い
の
で
す
。「
あ
れ
～
？
ど
う
し
ち
ゃ
っ

た
の
～
？
」と
相
談
員
一
同
驚
き
焦
り
、そ
こ

で
も
な
ん
と
か
盛
り
上
げ
よ
う
と
必
死
。「
料

理
を
作
る
こ
と
は
目
的
じ
ゃ
な
く
て
手
段
」

な
の
で
す
。作
業
中
に
知
り
合
っ
て
も
ら
い
、

こ
こ
か
ら
の
会
話
で
も
っ
と
も
っ
と
話
し
て

ほ
し
い
…
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、な
か
な

か
盛
り
上
が
ら
な
い
。黙
っ
て
食
べ
る
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
う
の
を
打
ち
破
ろ
う
と
、参

加
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
に
何
気
に
入
っ
て

行
く
こ
と
も
相
談
員
の
働
き
で
す
。

　
片
付
け
も
全
員
で
し
て
い
た
だ
き
、
彼
ら

は
２
次
会
へ
…
。
さ
て
今
回
の
成
果
は
？
ど

う
や
ら
、
２
人
で
お
出
か
け
し
た
カ
ッ
プ
ル

も
出
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
結
婚
相
談
員
12
名
。「
今
年
度
も
が
ん
ば
り

ま
す
!!
津
南
の
人
口
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
!!
」

結
婚
相
談
員
会
議
会
長
　
山
田
　
泰

今年度も結婚相談員の活動をこの
コーナーでお伝えしていきます。読みやすく、でも
中身は濃く、をモットーに。

ご意見もお待ちしております。

「
振
り
返
り
…
そ
し
て
ス
タ
ー
ト
」

結婚相談員から

を込めて
愛

◆
役
場
、病
院
の
人
事
が
次
の
よ
う
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

■
退
職（
３
月
31
日
付
）

▼
建
設
課
長	

石
沢
　
修

▼
福
祉
保
健
課
長	

大
口
久
男

▼
建
設
課
主
幹
上
下
水
道
班
長	

桑
原
隆
幸

▼
地
域
振
興
課
商
工
観
光
班
長	

中
澤
幸
男

▼
税
務
町
民
課
税
務
班
長	

山
本
松
壽

▼
教
育
委
員
会
主
査	

福
原
喜
世
司

▼
建
設
課
主
査	

江
村
優
行

▼
津
南
病
院
総
看
護
師
長	

半
戸
美
代
子

▼
津
南
病
院
薬
剤
科
長	

富
井
茂
美

▼
津
南
病
院
診
療
放
射
線
技
師
長	

高
野
幸
造

▼
津
南
病
院
病
棟
看
護
師
長	

桑
原
靖
子

▼
津
南
病
院
主
任
看
護
師	

仲
野
百
合
子

▼
津
南
病
院
主
任
歯
科
衛
生
士	

山
﨑
き
く
い

■
新
採
用（
４
月
１
日
付
）

▼
総
務
課
主
事	

風
巻
　
領

▼
福
祉
保
健
課
主
事	

福
原
　
香

▼
税
務
町
民
課
主
事	

金
井
幸
喜

▼
教
育
委
員
会
主
事	

貝
沢
政
史

▼
地
域
振
興
課
技
師	

大
口
貴
史

▼
建
設
課
技
師	

高
橋
尚
人

▼
北
部
保
育
園
保
育
士	

山
田
早
紀

▼
わ
か
ば
保
育
園
保
育
士	

桑
原
美
香

▼
津
南
病
院
看
護
師	

鈴
木
和
子

▼
津
南
病
院
看
護
師	

保
坂
孝
子

▼
津
南
病
院
看
護
師	

山
井
友
美

▼
津
南
病
院
准
看
護
師	

小
林
弘
美

▼
津
南
病
院
診
療
放
射
線
技
師	

野
上
亜
寿
紗

▼
津
南
病
院
作
業
療
法
士	

田
邊
ま
ゆ
み

▼
津
南
病
院
調
理
師	

市
川
昌
明

■
内
部
異
動（
４
月
１
日
付
役
場
班
長
以
上
）

▼
福
祉
保
健
課
長	

桑
原
　
司

▼
税
務
町
民
課
長
兼
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
事
務
局
長	

恩
田
克
彦

▼
建
設
課
長	

石
橋
亮
一

▼
地
域
振
興
課
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
室

　
長
兼
商
工
観
光
班
長	

田
中
ふ
み
子

▼
福
祉
保
健
課
保
険
班
長	

丸
山
吉
松

▼
税
務
町
民
課
税
務
班
長	

村
山
郁
夫

▼
教
育
委
員
会
学
校
教
育
班
長	

桑
原
次
郎

▼
建
設
課
上
下
水
道
班
長	

大
平
繁
則

▼
建
設
課
土
木
班
長	
江
村
善
文

▼
会
計
班
長	
桑
原
松
洋

◆
町
内
の
小
中
学
校
に
転
入
さ
れ
た
教
職
員
の

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略（
　
）
内
は
前
任
校
た
だ
し
十
日
町

圏
域
以
外
は
前
任
市
町
村
】

●
外
丸
小
学
校

　
　
　
　
　
　
教
論	

高
橋
ゆ
か
り（
田
沢
小
）

●
上
郷
小
学
校

　
　
　
　
　
　
校
長	

涌
井
芳
郎（
三
条
市
）

　
　
　
　
　
　
教
論	

相
馬
　
充（
胎
内
市
）

●
芦
ヶ
崎
小
学
校

　
　
　
　
　
　
校
長	

渡
邉
静
江（
南
魚
沼
市
）

　
　
　
　
　
　
教
論	

石
澤
由
美
子（
松
里
小
）

　
　
　
　
　
　
教
論	

宮
園
初
枝（
田
沢
小
）

●
中
津
小
学
校

　
　
　
　
　
　
教
頭	

藤
木
浩
明（
鐙
島
小
）

　
　
　
　
　
　
教
諭	

瀬
下
圭
太
郎（
上
野
小
）

●
津
南
小
学
校

　
　
　
　
　
　
教
論	

高
橋
タ
カ
子（
西
小
）

　
　
　
　
　
　
教
論	

髙
橋
恵
子（
新
採
用
）

●
津
南
中
学
校

　
　
　
　
　
　
教
論	

太
平
美
佳
子（
上
郷
中
）

　
　
　
　
　
　
教
諭	

柳
　
敦
子（
吉
田
中
）

　
　
　
　
　
　
教
諭	

齋
藤
　
剛（
南
魚
沼
市
）

　
　
　
　
　
　
教
論	

小
笠
原
洋
一（
上
郷
中
）

　
　
　
　
　
　
教
論	

岩
田
一
紀（
上
郷
中
）

今
春
の
人
事
異
動

皮から手作りの本格餃子作成中
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戸 籍 の 窓

口　幸
こう

希
き

（反里口）	 哲也さん

	 笑子さん

藤ノ木怜
れい

仁
じ

（太田新田）	 洋祐さん

	 あゆみさん

髙橋　円
ま る か

日（見玉）	 泰史さん

	 由佳さん

吉野義也さん	 （38歳・逆巻）

内山とき子さん	 （84歳・恵福園）

涌井健三さん	 （81歳・宮野原）

藤ノ木善一さん	 （88歳・太田新田）

丸山作次さん	 （97歳・樽田）

桑原善髙さん	 （97歳・所平）

田中一オさん	 （91歳・正面）

石澤カツ子さん	 （89歳・越渡）

涌井知惠さん	 （86歳・相吉）

丸山スエさん	 （88歳・外丸）

藤木トミイさん	 （88歳・谷内）

藤ノ木コンさん	 （97歳・秋成）

滝沢瑞夫さん	 （81歳・赤沢）

石澤幸浩さん（駒返り）
山本　梢さん（十日町市） ｝
縫殿健二さん（卯ノ木）

橋本香苗さん（十日町市） ｝
関谷裕行さん（赤沢）

藤ノ木知子さん（太田新田）｝

■人口10,856（−36）　男5,286（−19）　女5,570（−17）

■世帯数3,633（4）　■転入／ 37　■転出／ 63　■出生／ 5　■死亡／ 15　■婚姻／ 44月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

○春季企画展「魚沼玄人―仲丸貴継の世界―」
４月28日㈯～６月10日㈰

魚沼出身の仲丸貴継氏による作品展です。

仲丸氏は、歴史風土に抱かれ、雪国魚沼から作品作りを創め、

心を筆に託して紙面に映し出します。

作品は、墨彩画、書、陶芸と多岐にわたりますが、どれも

が温かみがあり、心を和ます作品となっております。

どうぞ、春うららかな日に心休まる作品をご覧ください。

　※５月５日㈯　13:30〜　ギャラリートークを開催いたします。

○地域ギャラリー展　「宮苑書道会作品展（春）」
４月28日㈯～５月20日㈰　

地元、津南の書道会である宮苑書道会の皆さんによる作品展です。

作品は、力作ぞろいです。賞を受賞した作品も展示予定となっています。

春のひととき、ゆったりとした気持ちで「書」をご覧になってはいかがでしょうか。

○平成23年度津南町指定文化財に２件が指定されました。
①山伏山の風穴

　津南町の養蚕を支えた蚕種貯蓄施設であった山伏

山の風穴貯蔵庫を歴史的背景および風穴という自然

環境が、津南町の近代化を進めた遺産、風穴が果た

した役割を恒久的に伝えるために指定されました。

②アンギン編み技術
　津南町で再発見されたアンギンと、津南町で解明

されたアンギン編み技術が、地域の特筆べき伝統技

術として指定されました。この技術を伝承する活動

を行っている「ならんごしの会」に対しても、技術

伝承文化団体として伝承活動の指定を行います。

○天然記念物　カモシカについて
　カモシカは、天然記念物に指定されていますので、見つけた場合は遠くから

見守りましょう。もし、死亡しているのを見つけた場合には、速やかに教育委員

会文化財班 (TEL 765-5511) に連絡してください。近年、放鳥されている朱鷺も

同様となります。皆様のご協力をよろしくお願い致します。
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予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります5月 【なじょもん☎765-5511】

日	時 プログラム 金額 対	象

1日㈫ 1日 勾玉作り 500 低学年から

2日㈬ 1日 勾玉作り 500 低学年から

3日㈷ 1日 琥珀の勾玉作り 1,000 低学年から

4日㈷
1日 縄文丸ごと体験　野外 900 低学年から

1日 勾玉作り 500 低学年から

5日㈷

1日 アンギン編み1日体験 1,500 高学年から

1日 勾玉作り 500 低学年から

1日 縄文丸ごと体験　野外 900 低学年から

13:30〜
春季企画展ギャラリー

トーク 無料 なし

6日㈰
13:30〜 陶芸（茶碗作り） 800 中学年から

1日 勾玉作り 500 低学年から

日	時 プログラム 金額 対	象

12日㈯ 13:30〜
おばあちゃんのおやつ
（もぐさあんぼ） 800 低学年から

13日㈰ 13:30〜 アンギン編み 1,000 高学年から

19日㈯ 10:00〜 そば打ち 800 中学年から

20日㈰

9:00〜 田ぶち　野外 300 低学年から

13:30〜
土器作りⅡ(パートⅠの
体験者は無料です) 600 低学年から

26日㈯ 1日
池田亨先生と歩く津南
ぶらり旅（上野） 900 低学年から

27日㈰

9:00〜 田植え　野外 300 低学年から

13:30〜
土器作りⅡ(パートⅠの
体験者は無料です) 600 低学年から

※友の会の皆さんは半額です。

山伏山の風穴

ならんごしの会
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